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（受理　2023年12月 8 日）

1 ．はじめに
　陸前高田市の古川沼は，高田地区海岸（高田松原海岸）1）の陸側（北側）の後背湿地に発達した汽
水性の潟湖である．その中央北側からは陸前高田市を北から南に下る川原川が，最奥の東側からは小
泉川が流れ込み，西側で二級河川の気仙川に開口している（図 1 参照）．元々満潮時には気仙川を遡
る海水が流入していたが，1960（昭和35）年 5 月24日のチリ地震津波によって大きな被害を受け，
種々の防災措置の一環として1968（昭和43）年には気仙川との連結部に設置された水門が閉じられ，
干潮時には古川沼内の水は海へと流れるものの，満潮時でも海水が流入しなくなった．こうした閉鎖
的な状況に陸前高田市の市街化や排水処理施設事業の遅れが重なって古川沼の汚染が進んだが，1980
年代以降の浄化施設の稼働とともに，1998（平成10）年には川原川水門が開放されて海水が流入する
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ようになり，徐々にかつての姿を取り戻してきたところであった．しかし，2011（平成23）年 3 月11
日の東北地方太平洋沖地震と津波によって壊滅的な被害を受け，海の一部となってしまった．その
後，2014（平成26）年 8 月に国土交通省東北地方整備局，岩手県および陸前高田市によって「高田松
原津波復興記念公園 基本構想」が纏められ，2015（平成27）年 8 月には古川沼を含む高田松原津波
復興祈念公園の計画・設計等を検討する「高田松原津波復興祈念公園有識者委員会」2）が組織された．
その下部組織として「空間デザイン検討委員会」3），「協働体制検討WG」および「震災津波伝承施設
検討委員会」が設けられて基本構想・設計に基づく具体的な実施計画が練られ，2017（平成29）年 7
月から復興工事が開始された．その後，2019（令和元）年 9 月には復興工事がほぼ終了して主要施設
等の利用が始まり，2021（令和 3 ）年12月末から公園全面が供用されて現在に至っている．本稿第一
著者（松政）は上記の「空間デザイン検討委員会」の委員として実施計画の検討に関わるとともに，
岩手県からの委託で環境モニタリングを担当したアジア航測株式会社による生物モニタリングに同行
し，古川沼の生物多様性を高めて生態系機能を十分に引き出すために，水辺の再生に関するいくつか
の工夫を提案した．本稿では，それらを紹介するとともに，底生生物（ベントス）の種数変動や出現
状況を報告する．
　海水と淡水が混じる汽水域のベントスについては，まず環境塩分 4）〜8），次いで似通った塩分環境で
も底質等の生息基質や植生の有無のような生息場所構造の違い 4，9）〜12）によって種が入れ替わり，群集
組成が変化することが知られている．また，水辺から陸域への連続的な繋がりは，異なる生息場所の
境界となるエコトーンの 1 つであり，生物の生息や生態系機能の維持に重要とされている13）．以上か
ら，古川沼の生物多様性を高め，その生態系機能を十分に引き出すために（ 1 ）川原川・小泉川の淡
水域から海水が出入りする気仙川への開口部までの塩分環境の多様性を維持すること，干潟やヨシ原
を維持あるいは創出することによって（ 2 ）生息場所の多様性をもたらすとともに（ 3 ）水域と陸域
の連続性を高めることの 3 点に重点を置いて，復興工事の基本計画に沿いつつ実施計画や工事手法を
微修正した．本稿では，今後の汽水域管理に資するために，古川沼におけるいくつかの工夫と，その
結果としての底生動物（ベントスのうちの動物要素）の種数の変動，種構成の特徴を示す．なお，古
川沼における復興工事とモニタリングおよび動植物の保全対策の一部については，及川ら（2019）の
報告 14）があり，本稿はそれを補強するものである．

2 ．方法
　生物の生息空間としての水辺の再生についてのアイディアは，「空間デザイン検討委員会」におい
て提示した．また，同委員会においては，工事の進行中から実施する岩手県による生物モニタリング

（アジア航測株式会社に委託）に第一著者（松政）が同行して随時コメントすること，また岩手県か
らの相談にも対応することについての了解を得た．水辺再生カ所としては，まず上記の委員会におい
て，西側の気仙川への開口部近くの「奇跡の一本松」周辺に発達した比較的塩分が高い海水（「多鹹
水」）に曝される干潟（図 1 の a 周辺）について，その存続・維持を提案したが，結論としては震災
遺構として同区域を保存することになった．2014年には，中央部を南北に繋ぐ工事車両用の通路が設
置され，その後2017年に撤去された（図 1 の b 周辺）．その後の水辺の処理についての相談を受け，
干潟・ヨシ原をそのまま残して水域から陸域への連続性を出来るだけ保つよう提案した．2019年には
川原川の古川沼への連結部（図 1 の c 周辺）および気仙川の河川改修で生じたヨシ原の底泥の処理に
ついての相談を受け，工事の影響を受ける底生動物の移動・代替生息地の創出14）と，ヨシ原底泥を利
用した干潟・干潟ヨシ原形成を提案した．東側の小泉川の連結部付近は最も塩分が低い「貧鹹水」域
となっており，小泉川の連結部の処理にあたっては，植物生態学を専門とする島田直明氏（岩手県立
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大学）とともに，護岸整備を最小限として水脈から干潟・ヨシ原その他の湿性植物からなる湿地の形
成・維持を提案した（図 1 の d 周辺）．また，その南側には池状の半閉鎖的な水域（図 1 の e 周辺）
があり，塩水の停滞によるヘドロ化も危惧されたため，この水域と隣接する水脈の深さを保ち，かつ
両水域を繋ぐ水路の確保をお願いした．
　底生動物の調査については，2015（平成27）年〜2020（令和 2 ）年に岩手県・アジア航測株式会社
が実施した調査に第一著者が同行した．2015年は定性調査のみであったが，2016年からは底生調査に
加えて定量調査も行った．調査は年に春（ 5 〜 6 月），夏（ 7 〜 8 月），秋（ 9 〜10月）の 3 回実施し，
古川沼内の 7 つのエリア（図 1 の丸で囲った場所）内において直径 15 cmの円筒形コアを使って深さ

図 1　�古川沼（2012年の概要）
と 7つの調査エリア（円
で囲った部分）．図 2の
写真と対応する地点をa
〜dで示した．�

図 2 　古川沼の水辺の再生の例（a〜dは図 1に対応）．
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約 20 cmまでの底質を 5 回採集し，目合い 1 mmの篩で処理して篩に残った底質と生物を10%ホルマ
リンで固定した．サンプル処理はアジア航測株式会社が担当し，種同定に問題があった場合等に第一
著者が対応した．こうした定量調査とともに，それぞれのエリアにおいて 3 〜 4 名が目視やタモ網を
使って生物を採集し，同定が難しいもの等については10%ホルマリンで固定して実験室に持ち帰って
検討した（定性調査）．

3 ．結果と考察
　図 2 a 〜 e は，古川沼の生物多様性を高め，生態系機能を十分に引き出すために，水辺の処理につ
いての配慮（「方法」参照）を依頼した場所の最近（2022年 5 〜 6 月）の様子である．図 2 a 〜d の
ように，水際から干潟，ヨシ原等の塩性湿地を経て，陸上植生へと続く形が維持・形成されている．
気仙川への開口部に近い図 1 の a 地点の干潟にはアナジャコが多く生息し，オオノガイ，イソシジ
ミ，アサリ等の埋在性二枚貝の種類も多く，塩分が比較的高い多鹹水域（塩分濃度18〜30‰）8）の良
好な干潟が維持されていると判断される．干潟上にはクリイロカワザンショウも見出されており，干
潟上部からヨシ原にかけてはアシハラガニが多く生息するようになっている．ヨシ原上部から陸域の
植生帯では半陸棲カニ類の中で最も陸上に適したアカテガニも見られ，水域から陸域への連続性もあ
る程度保たれていると考えられる．なお，2021年には北限記録となるカクベンケイガニ（未成熟個体）
が確認されたが，翌年以降には確認されておらず，モニタリングの継続が望まれる．古川沼中央部南
側の図 1 の b 地点では，二枚貝類はソトオリガイなどに限られて種類が少なくなるが，ヨシ原周囲
および辺縁部にはカワザンショウガイが多く，アシハラガニの密度も高い．図 1 の c 地点周辺は河川
改修に伴って生じたヨシ原土壌を利用して干潟を形成したところである．底土投入直後は底生生物は
少なかったが，徐々に底質の状態が変化し，ソトオリガイやアシハラガニに加えて，ヨシ原上部には
アカテガニが生息し（2016年に初確認），またこの近傍のやや淡水の影響が強いヨシ原内には岩手県
内では初記録となるクロベンケイガニが2019年以降は連続して確認されており，陸域や淡水域への連
続性は図 1 の b 地点よりも良好と考えられる．こうした生物相から，古川沼の中央部には中鹹水で
も塩分が比較的高いβ中鹹水域（塩分濃度10〜30‰）8）の水辺が形成・維持されていると判断される．
2023年の夏には，ヤマトオサガニ（2022年に広田湾内の小友浦において個体群が形成されていること
を岩手県内で初めて確認）15）が，図 1 の c 地点の干潟下部に生息していることが判明し，2023年 9 月
にはオオソリハシシギの飛来・採餌が確認された．大型のシギ類の餌となる底生動物の生息状況も良
好になっていることが推察される．図 1 の d 地点は湿地形成を促した場所であり，ベントスとして
はヨシ原前面の泥干潟に環形動物のイトメが生息し，小型甲殻類のニホンドロソコエビも比較的多く
みられた．また，東日本大震災後に宮城県気仙沼市の河川から見出されて新種記載されたキタノスジ
エビ 15）も記録された．図 1 の d 地点の南側にある半閉鎖水域については水質悪化やヘドロの蓄積が
危惧されたため，水の交換を妨げないよう図 1 の d 地点にある水脈の深さを保ち，かつ両水域を繋
ぐ水路の確保をお願いした．その結果，顕著な水質悪化やヘドロの蓄積は認められず，トンボ類やカ
ゲロウ類の幼虫等の水生昆虫が多く認められた．こうしたことから，このエリアについては中鹹水で
も塩分が比較的低いα中鹹水域（塩分濃度 5 〜10‰）および貧鹹水域（塩分濃度0.5〜 5 ‰）の干潟
や塩性湿地が形成・維持されていると判断される．
　図 3 には，古川沼全体に配置した 7 つの調査エリアで確認された底生動物の種数の年変動を，水生
昆虫（主に貧鹹水域あるいは淡水域に生息）とそれ以外の無脊椎動物（多鹹水域，次いで中鹹水域に
多く生息），およびそれらの合計に分けて示した．2015年には定性調査しか実施していないが，定性
調査のみで比較しても，その増減のパターンは図 3 と同様であった．すなわち，2015年から水生昆虫
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とその他の無脊椎動物の種数はいずれも増加したが，2017年には水生昆虫以外の無脊椎動物の種数が
顕著に減少し，それが2018年には微増，その後も順調に増加し，2020年には2016年を大きく上回る数
の底生生物が確認された．これは2017年から本格化した復興工事が2019年にはほぼ完了したことと関
係すると考えられるが，その間，貧鹹水域から淡水域に生息する水生昆虫の種数の変動は僅かであっ
たことから，一時的な種数の減少については，気仙川への接続部の改変と水門の付け替え等による塩
分の低下の影響が大きかったと推定される．しかし，復興工事がほぼ完了した2019年から翌2020年に
かけて出現種数，特に水生昆虫以外の無脊椎動物の種数が2016年を大きく上回って増えており，水生
昆虫が生息する貧鹹水域・淡水域から海洋性の生物の特徴が強い多鹹水域までの水辺環境・ハビタッ
ト（干潟，ヨシ原等からなる塩性湿地）が揃えられたと考えて良いだろう．調査期間全体を通すと，
延べ165種（うち昆虫30，その他の無脊椎動物135種）が確認されており，これを支える水辺環境は，
観光資源としての高田松原津波復興祈念公園にとっても，ネイチャーポジティブ 17）を目指す今の社
会における大きな財産となり得る．古川沼の例が今後の水辺再生の参考となることを期待するととも
に，水辺のあり方の再考・再構築については，工事の実施計画における「環境配慮」に止まらず，様々
な立場のステークホルダーの連携と，科学的根拠に基づいたNbS（Nature-based Solutions:「自然を
基盤とした解決策」17））が実装されることを祈念する．
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